


社
会
全
体
か
ら

必
要
と
さ
れ
て
い
る
介
護
職

厚
生
労
働
省
（
社
会
・
援
護
局　

福

祉
基
盤
課　

福
祉
人
材
確
保
対
策
室
）

第
7
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
く

介
護
人
材
の
必
要
数
で
は
2
0
1
9
年

度
の
介
護
職
員
数
約
2
1
1
万
人
か
ら

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
と
な
る
2
0
2
5
年
度
に
は
約
２
４

３
万
人
（
約
32
万
人
増
）
の
介
護
人
材

が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
の
中
核
を
担
う
専
門
家

介
護
職
に
は
、
高
度
な
知
識
・
技
能

が
あ
る
と
認
定
す
る
国
家
資
格
「
介
護

福
祉
士
」（
受
験
資
格
・
登
録
に
は
以
下
、

図
１
参
照
）、
基
本
的
な
知
識
や
技
能

に
加
え
医
療
的
ケ
ア
を
学
ん
で
い
る

「
実
務
者
研
修
」
修
了
者
、
身
体
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
介
護
の
基
礎

知
識
を
学
ん
だ
「
初
任
者
研
修
」
修
了

者
等
が
お
り
、
支
援
が
必
要
な
方
へ
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
は
高
度
な
知
識
、
ス

キ
ル
等
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

介
護
に
興
味
が
あ
る
、
人
の
役
に
立

ち
た
い
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
し

た
い
な
ど
の
想
い
か
ら
、
性
別
や
年
齢

問
わ
ず
未
経
験
で
介
護
職
に
就
く
方
も

お
ら
れ
ま
す
。

当
法
人
で
は
、
複
雑
化
・
多
様
化
・

高
度
化
す
る
ご
本
人
や
ご
家
族
の
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
で
き
る
職
務
の
専
門
性
と

人
の
役
に
立
ち
た
い
と
の
想
い
を
両
立

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、
介

護
福
祉
士
実
務
者
養
成
研
修
事
業
、
喀

痰
吸
引
等
研
修
事
業
を
開
講
し
て
お
り

ま
す
（
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
は

2
0
2
2
年
再
開
予
定
）。

今
号
で
は
、
当
法
人
で
開
講
し
て
い

る
第
6
回
（
2
0
2
1
年
度
） 

介
護
福

祉
士
実
務
者
養
成
研
修
の
受
講
生
に
ど

の
よ
う
な
想
い
を
も
っ
て
研
修
に
臨
ま

れ
た
か
伺
い
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。

受
講
生
の
声

介
護
職
員
と
し
て
の
経
験
が
3
年
を

超
え
、
国
家
資
格
で
あ
る
介
護
福
祉
士

の
資
格
取
得
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

介
護
福
祉
士
試
験
を
受
験
す
る
為
に

は
実
務
者
研
修
の
修
了
が
必
要
で
あ
る

事
を
知
り
、「
少
し
大
変
そ
う
だ
な
」

と
思
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
頃
、
私
は
利

用
者
様
一
人
ひ
と
り
の
ペ
ー
ス
や
想
い

に
適
し
た
支
援
の
難
し
さ
を
感
じ
て
き

て
お
り
、
実
務
者
研
修
を
受
講
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
得
る
知
識
や
技
能
が
解
決

の
糸
口
に
な
り
、
更
に
は
自
身
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
も
繋
が
る
と
考
え
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
」
と
受
講
を
決
め

ま
し
た
。

特集

研
修
事
業 

～
介
護
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
～

図１《介護福祉士受験資格　取得ルート》

（※1）養成施設ルートの国家試験については2017年度から介護福祉士試験
の受験資格となりました。2026年度末までに卒業する方は卒業後5年間は
介護福祉士の資格を有します。当該5年間のうちに国家試験に合格するか、
介護現場に5年間従事することで5年経過後も介護福祉士としての資格を継
続することができます。

実務経験ルート 養成施設ルート 福祉系高校ルート

実務者研修 高等学校等 平成21年度以降
入学者

実務経験3年以上

介護福祉
士養成施
設（2年
以上）

福祉系
大学等

介護福祉
士養成施
設（1年
以上）

筆記試験 筆記試験（※1） 筆記試験

介護福祉士資格取得（登録）

㈱
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
・
ま
き
の
実

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
広
瀬
ガ
ー
デ
ン

三
上
駿
介
さ
ん



実
際
に
研
修
が
始
ま
る
と
講
師
の
説

明
は
わ
か
り
や
す
く
、
実
践
的
な
演
習

も
充
実
し
て
い
て
や
り
が
い
を
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
で
の

授
業
に
加
え
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
も
会

場
や
受
講
生
へ
の
感
染
対
策
が
徹
底
さ

れ
て
い
る
た
め
安
心
し
て
受
講
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

研
修
期
間
は
仕
事
と
の
両
立
が
辛
い

と
感
じ
る
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
共
に

学
ぶ
受
講
生
や
講
師
の
ち
ょ
っ
と
し
た

気
遣
い
の
言
葉
、
管
理
者
・
同
僚
の
理

解
、
協
力
を
得
や
す
い
職
場
環
境
に
恵

ま
れ
た
こ
と
が
と
て
も
助
け
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
研
修
で
得
た
知
識
を
日

常
の
業
務
に
活
用
で
き
る
場
面
が
多
く

あ
り
、
今
ま
で
と
違
っ
た
視
点
で
利
用

者
様
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
関
わ
り
方

の
幅
が
広
く
な
っ
た
と
実
感
で
き
ま
し

た
。今

は
来
年
1
月
の
介
護
福
祉
士
国
家

試
験
に
向
け
勉
強
中
で
す
。
資
格
取
得

後
は
よ
り
一
層
専
門
職
と
し
て
の
自
覚

を
持
っ
て
仕
事
を
し
、
後
輩
の
育
成
や

現
場
の
チ
ー
ム
の
中
で
生
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。

終
わ
り
に

今
後
ま
す
ま
す
需
要
が
高
ま
る
介
護

職
に
お
い
て
、
研
修
修
了
や
資
格
取
得

は
職
務
の
専
門
性
を
高
め
、
ご
利
用
者

に
対
し
て
、
よ
り
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
繋
が
る
と
と
も
に
介
護
職
の
待
遇

改
善
や
介
護
業
務
の
幅
を
広
げ
て
い
く

こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

引
き
続
き
必
要
と
さ
れ
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
・
介
護
職
像
を
探
求
し
て
い
き
な

が
ら
、
質
の
高
い
研
修
事
業
を
提
供
す

る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

10
月
2
日
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
リ
レ
ー
で
銅
メ
ダ
ル

を
獲
得
さ
れ
た
鈴
木
朋
樹
選
手（
館
山

市
出
身
）が
赤
門
整
形
外
科
内
科
に
来

訪
さ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
選
手
は
生
後
8

か
月
で
交
通
事
故
に
遭
い
脊
髄
を
損
傷
、

両
親
（
母
は
赤
門
整
形
外
科
内
科
看
護

師
）
の
勧
め
で
車
い
す
陸
上
競
技
を
始

め
ま
し
た
。

職
員
と
の
歓
談
の
中
で
鈴
木
選
手
は

「
次
の
大
会
＊
１
に
向
け
調
整
を
し
て

い
る
」
と
話
さ
れ
て
お
り
、
常
に
挑
戦

を
続
け
る
姿
は
当
院
職
員
に
と
っ
て
大

き
な
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

鈴
木
選
手
の
よ
う
に
「
目
標
を
し
っ

か
り
定
め
、
日
々
努
力
す
る
」
姿
勢
を

持
ち
続
け
る
こ
と
で
よ
り
信
頼
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
職
員

一
同
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

次の大会に向け気合十分！

赤
門
整
形
外
科
内
科　

鈴
木
朋
樹
選
手
来
訪

＊
1　

11
月
21
日
に
開
か
れ
た
第
40
回
記
念

大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
。
日
本

新
記
録
で
2
位
の
偉
業
を
達
成
し
ま
し
た
。

演習では感染対策を徹底して

医療法人社団慶勝会　研修事業

研修
事業

介護職員
初任者研修

介護福祉士
実務者養成研修 喀痰吸引等研修

開設
年度

2013年度
（2016年～2021年休講） 2014年度 2017年度

定員 24名 24名 10名

研修
内容

ホームヘルパー2級研
修の廃止に伴い、20 
13年4月から始まっ
た介護の資格です。
介護職員の仕事は

「身体介護」「生活援
助」の2つに分けら
れ、初任者研修を取
得することで「身体
介護」サービスの業
務を行うことができ
ます。

幅広い利用者に対す
る基本的な介護提供
能力の習得と医療的
ケアに関する知識及
び技能の習得を目的
としています。2017
年1月の介護福祉士
国家試験の受験資格
として3年以上の実
務経験に加えて実務
者研修の修了が義務
付けられました。

修了することで医師
の指示や看護師との
連携のもと「たんの
吸引（口腔内、鼻腔
内、気管カニューレ
内部）」「経管栄養（胃
ろう腸ろう、経鼻経
管栄養）」が実地で
きるよう介護職員等
を養成する研修で
す。

修了
生徒数

71名
（2013年～2015年）

77名
（2020年現在）

60名
（2020年現在）






